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報告されている，家庭ごみ中のレジ袋の排出原単位 （t / t ）に京都市で一年間に処理されている家庭ごみ量を 乗じることで推定した。さらに京都市と全国の人口比か ら全国での年間排出量も推定した。また併せて，全国で 使用されているレジ袋の枚数を推定するため，２ ０ ０ ８年２ 月にインターネットを通じたアンケート調査を行った。 家庭ごみ処理の有料化実施の有無やプラスチック製容器 包装の分別の有無によって対象自治体を選定し，１ ０代以 上の男女を対象に，性別，年代が均等になるように回答 を回収した。２月２ ６日から２月２ ８日の間に計８， ０ ０ ４人に 依頼し，２， ５ ０ ０人から回答を得た。自治体，年齢ごとの 回収数を T a b l e １に示す。このアンケートにおいて「最 近１週間の買い物状況を振り返って，レジ袋を１週間に 何枚くらいもらいましたか。 」という質問を「食品・日用 品スーパー」 ， 「百貨店・デパート」 ， 「コンビニ」 ， 「本 屋」 ， 「その他の店」という分類ごとに選択式（０枚 / １ 枚 / ２枚 / ３枚 / ４枚 / ５枚 / ６枚 / ７枚 / ８枚 / ９枚 / １ ０枚 / １ １ ～１ ５枚 / １ ６枚以上）で回答してもらい，これを基にレジ 袋の取得枚数を推定した。この時１ １～１ ５枚は１ ３枚，１ ６枚 以上は１ ６枚として計算した。 ３．結果および考察 ３．１ 廃棄物として排出されるレジ袋 ２ ０ ０ ６年度において採取した廃棄レジ袋２， ４ ８ ７枚の色を 分類した結果を T a b l e ２に示す。全体の約２ ５％が着色袋 で，その３分の１が茶，緑，黄，青，赤，オレンジ色の 順であった。２ ０ ０ ６年度の調査ではこの色別構成比に各色 の平均鉛濃度を乗じることで全体の平均鉛濃度を算出し た。 インターネットを通じたアンケート調査で一週間に受 け取るレジ袋の枚数を調査した結果を T a b l e ３に示す。 京都市ではレジ袋排出枚数の原単位は５． １ ５枚 / （人・週） と，対象都市の中で最も少なかった。京都市と北九州市 はごみ処理の有料化を導入しており，これが他都市より もレジ袋の取得原単位が少なかった要因と考えられ，興 味深い結果が得られた。これに京都市人口を乗じたうえ で年間枚数に変換するとおよそ３億９， ６ ０ ０万枚 / 年と推 定された。また，対象６都市を平均した全国のレジ袋排 出原単位は６． １ １枚 / （人・週）であり，これは年間でおよ そ４ ０ ５億枚のレジ袋に相当する。ただし，対象自治体が 人口の多い都市部であることや，インターネットを通じ たアンケート調査であることから，ある程度都市型の生 活を営む人が回答対象となっていると考えられ，全国の 排出傾向を示していない可能性がある。 次に，T a b l e ４に京都市家庭ごみ細組成調査から推定 した，京都市内のレジ袋の年間排出量（E t o t a l ）を示す。 京都市では２ ０ ０ ６年度と２ ０ ０ ７年度でそれぞれ４， ２ ３ ０ト ン / 年， ３， １ ７ ０トン / 年が家庭ごみとして排出されていること が分かる。２ ０ ０ ７年度で大きく量が減少しているが，この 間京都市ではプラスチック製容器包装の分別回収の全市 導入（２ ０ ０ ７年１ ０月から）や市内一部店舗におけるレジ袋 有料化の実施（２ ０ ０ ６年１ ０月から順次）があり，家庭ごみ として排出される量が減少したことと使用量そのものが 減少したことが要因として考えられる。ただし，２ ０ ０ ７年 度については，プラスチック製容器包装として分別排出 された量を加味しておらず，京都市で消費されるレジ袋 全てを反映していないことに留意が必要である。このほ か，舟木は２ ０ ０ ６年に全国で使用されているレジ袋の枚数 を推定しており，国民一人一年間で約３ ５ ０枚，日本全体 で年間約４ ４ ４億枚としている １ １） 。 以上を考慮したうえで， （１）式の計算には T a b l e ４に示す重量を用いた。 １ ９ ９ ４年に中村が京都市で日常的に排出されるごみの鉛 濃度を測定した研究がある １） 。この報告では，レジ袋 （文中では「手下げプラ袋」 ）を白色，黄色，その他の３ 種類に分類し，その鉛濃度を測定している。日常的に排 出されるごみ全体に占める重量比が家庭ごみ細組成調 査 １ ７） から記されている。これらの数値をもとにレジ袋１ -５ ０ ０ -
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１ ４-１ ６） おける結果では０． ９ ９ ０，I C P -A E S における結果では０． ９ ９ ６ であった。このことからも，レジ袋にクロム酸鉛を主成 分とする黄鉛が用いられていることが示唆された。 ３．３ レジ袋の鉛分析結果 T a b l e ５，６にそれぞれ２ ０ ０ ６，２ ０ ０ ７年度の調査におけ る分析結果の一覧を示す。 表に示したとおり，２ ０ ０ ６年度には２ ７種類，２ ０ ０ ７年度に は３ ３種類のレジ袋から１ ０ ０p p mを超える鉛が検出された。 回収した色付きのレジ袋の全種類数は各年度，１ ５ ４種類， １ ９ ６種類であったことから，色付きのレジ袋を使用して いる店舗のおよそ１ ７～１ ８％は鉛を含んだものを使用して いると推定された。分析の対象外とした白色・無色透明 のレジ袋の種類数は把握していないが，枚数ベースでこ れらが７ ４～７ ６％を占めていることを考慮すると，レジ袋 総枚数のうち約４％が鉛を１ ０ ０p p m以上含有していたと 推定される。 鉛の濃度に関しては，最大で２ ５， ０ ０ ０p p mのものが見つ かったほか， １ ０， ０ ０ ０p p mを超えるレジ袋が両年度合わせ て５種類（店舗）見つかった（重複除く） 。色付きレジ袋 の種類ごとの鉛濃度分布を T a b l e ７に示す。鉛濃度が １ ０ ０p p mを超えた袋の中では１， ０ ０ ０p p m以下が５ ６％（２ ０ ０ ６ 年度） ，４ ５％（２ ０ ０ ７年度）を占め，１， ０ ０ ０p p m以上の濃度 は４ ４％（２ ０ ０ ６年度） ，５ ５％（２ ０ ０ ７年度）であった。 また，T a b l e ５，６を色ごとに見ると，平均鉛濃度が 異なることが分かる。青色のレジ袋からはほとんど鉛が 検出されなかったが，黄，橙色のレジ袋は検出率も高 く，濃度も高かった。クロム酸鉛（P b C r O ４）を主成分と する顔料である黄鉛は，プラスチックの着色によく用い られ，成分によって緑（主成分：P b C r O ４ ・x P b S O ４） ，黄 （主成分：P b C r O ４） ，赤（主成分：P b C r O ４ ・P b O）等の色 相に使い分けられる １ ８） 。これらの色のレジ袋の分析結果 と合わせて考えても，レジ袋から鉛が検出された原因は 着色に黄鉛が用いられているためと考えられる。なお， ２．４に示した方法により白色・無色透明を含むレジ袋全 体の平均鉛濃度を推定した結果，２ ０ ０ ６，２ ０ ０ ７年度ともに 約３ １ ０p p mであった。 ３．４ レジ袋使用に伴う鉛フロー量に関する考察 本研究で推定したレジ袋に伴う鉛の量と統計調査で把 -５ ０ ２ -V o l . １ ９, No . ４［２ ０ ０ ９］ -５ ０ ３ - T a b l e ５ C h
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２ ０ ０ ６ ていることなどの多くの不確定要因がある。これらの不 確定性に関する定量的評価は今後の課題であるが，一部 の袋が１ ０， ０ ０ ０p p mオーダーの鉛を含有すること，レジ袋 に鉛が年間１ ０～１ ０ ０トンオーダーで使用されていること が明らかになった。 次に，家庭ごみとして排出されるレジ袋に含まれる鉛 が，焼却される都市ごみに含まれる鉛全体のどれだけを 占めるのかを考察した。焼却される都市ごみに含まれる 鉛の量については，中西ら ２ １） が統計データなどをもとに マテリアルフロー解析の手法を用いて推定している。解 析の中では製品を７つのカテゴリーに分類し，それぞれ が焼却される割合を設定することで焼却量を推定してお り，２ ０ ０ ３年度における一般廃棄物中の鉛の焼却量を １ ７， ０ ０ ０トンと推定している。一方，渡辺ら ２ ２） は１ ９ ９ ５～ １ ９ ９ ６年に焼却施設から発生する焼却灰や排水中の鉛濃度 と発生量をもとに，都市ごみ中の鉛濃度を約３ ０ ０p p mと -５ ０ ４ - T a b l e ６ C h
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